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18 • 19世紀前半，アイルランド経済史研究の史料

— ダプリン大学トリニチイ • カレッジ所領を中心に—

斎 藤 英 里

I 問題の所在
n 大学領の特質
m 大学領における社きと経済

(1 )大学= ミドルマンの諸関係
(2) 地域社会の概観
( 3 ) ミドルマン= 又小作人の諸関係
( 4 ) 直接耕作者の実態 

I V むすび

I 問題の所在

我が国のイギリス史研究者の間では，現地での窗学
体験に基づいた史料探索案内や史料紹介が地域，時代,

専門分野を限定しつつ行なわれているが， アイルラン
ド史においてはかかる点は今後の課題である。本稿は
アイルランド最古の大学であるとともに，r19世紀中，

( 2 )
最大の地主の一つ」 として君臨したダプリン大学トリ 
ニ テ ィ . カ レ ッ ジ （以下，大学と略）の土地所有上の性 
格に着目し，18世紀初頭から1845年の大飢鍾直前に至 
るまでの時期を对象として，大学領における社会と経 

済，所領経営の実態を解明するに有効な諸史料の内容 
解説と，その利用法の検討をさしあたっての目的とす 
るものである。 しかしながら， ここで大学領に関する 

諸史料を対象として取りあげたのは，所領経営や地主 
= 小作関係の分析といったテーマのみならず， アイル

ランド史上の大きな問題を解明する手段としてもかか 
るものが有効だという認識に立っているからである。 
従って以下では，ただちに史料紹介に入る前に，筆者 
のアイルランド史に対する問題関心， さらには本稿に 
おいて对象として選定したUlster社会の厘史的性格 
について，最小限必要な事項を予め述べておくことに 

する。
テューダー絶対王制権力の伸張に乗じ，イギリスは

隣国アイルランドに対し土地没収と植民による強硬な
膨 張 政 策 を 開 始 し 18世紀初頭には国土の80% 以上が
イギリス人地主の手中に帰するに至った。 こうした一
連の土地収奪過程，その背後にあったイギリス•アイ
ルランド両国の政治，宗教上の事情については， これ

(3 )
まで既に多くの研究* が明らかにしている。筆者の関 
心は，fit民の結果アイルランド社会に併存することに 
よって様々な問題の発生源となったr二つの異質な要 
素」の存在，即ちアングロ . サクソン的要素と，在来 
のケルト的要素との連関を軸として，近世以降のアイ 
ルランド社会経済ま造の特質を追求することにある。

上記の問題関心に立つ筆者は， 中でもアイルラ.'ンド 
北部に位置するUlster地方に注目している。一般に18 

世紀以降のアイルランドは， イギリスによる植民の影 
響を受け， アングロ .サクソン的要素の比較的浸透し 
た東部と在来的要素が強く残存していた西部とのニ地 
域 か ら « 成されていたが， この対照的性格はUlster 

東 部 （Antrim, Armagh, Downの各力クンティ一）と西

注 （1 ) 例えば，近藤和彦1"18世紀マンチ- スタ社会史一 関係史料をどう捜すか一 J (『史学雑誌』，91編12号）
( 2 ) W.J. Lowe, "Landlord and tenant on the estate of Trinity College Dublin, 1851-1903," Hermathena, cxx 

(1976) p. 5.

( 3 ) この問題に関する最近の研究については，T.W. Moody, F. X. Martin and F. J. Byrne eds., A New History 
of Irdand Vol. Ill Early Modern Ireland 1534^1691 (Oxford, 1976)所収の諸論文を参照。
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部 （Donegal及び隣接諸力ウンティ一の一部）において極
めて顕著であった。従ってUlster社会の地域構造の分
析は，上述した筆者の問題関心に連なるものの一つと
して大きな位置を占めるものである。 また，今日耳目
を引いていろ北アイルラソド紛争の根源にあるUlster

地方の分割も， こうした地域構造の持つ問題性の帰結
ととらえろことができ，その意味でもこの点はアイル
ランド史上において極めて重要と言えるのである。

さ て Ulster東西両地域が， 自然条件，宗派構成，

農村工業の展開度（麻工業)，共同体の解体度，等々に

ついて顕著な差異を示していたことは既に知られてい
(4)

るが， これらの諸要因を結びつけ，統一的視点から再

表 1 各カウンティ

策成し両地域の全体的歴史像をそれぞれ造り上げるこ
と， さらには18世紀以降のアイルランド史， とりわけ
19世紀前半の時代状況—— ナポレオン戦争後の不況から，

大飢鍾直前に至る—— の脈略の中で， Ulster社会の持
つ問題性を位置づけることは，今後の課題としてなお

(5)
残されている。 こうした課題を果たすために，筆者は 

冒頭で述べた大学領に関する諸史料の有効性に*目す 
るに至った。それは大学領がUlster東 部 の Armagh 

と 西 部 の Donegalの二つのカウンティーに分布して 
い た た め （図 1) , これらの諸史料が両地域の比較検討 
に好都合な素材を提供してくれるからに外なちない。 
そこで次節では，大学領を対象として経済史研究を行

一別大学領の規模

力クンティ一 大 学 領 の 面 積  
(Statute Acres)

カウンティ一に占める大 
学 領 面 積 の 割 合（％)

大学領内のタウンランド 
数

Armagh 23, 034 7.0 53

Kerry 75,326 6.4 185

Donegal 63, 230 5.3 167

Fermanagh 10, 584 2.3 68

Longford 2,437 0.91 10

King’s 3, 886 0. 79 15

Louth 1,543 0. 76 8

Kildare 3,093 0. 74 7

Wicklow 3,419 0. 68 21

Limerick 3’ 662 0.54 22

Queen's 1,265 0. 30 3

Down 1,270 0.21 5

Tipperary 2,161 0. 20 5

Meath 346 0, 06 1

Cork 252 0.014 1

Westmeath 65 0,014 2

計 195, 573 1.02 573

(出典）F. J. Camey, "Pre-Famine Irish Population: The Evidence from the Trinity College Estates" 
Irish Economic and Social History, I I 〔1975), pp. 39-40.

注 （4 ) 一般に，アイルランド東部は西部に比して地味が肥沃で，Ulster東部には多くのプロ r スタントが入植していた。
また共同体の残存を示す一指標であるrランデ一ル制」は，アイルランド西部の辺境地帯に集中していることが確認さ 
れている。Ronald H. Bnchanan, "Field Systems of Ireland." in A. R. H. Baker and R. A, Butlin eds.. 

Studies of Field Systems in the British Isles (Cambridge, 1973), pp. 587-588.なお，松尾太郎『近代イギリス国際 
経済政策史研究』〔法政大学出版局，1973年）222〜235頁における7 イルランドの地帯構造論も参照。さらに18世紀以 
降，アイルラソ ド経済の主導的地位を占めた麻工業はUlster地方に集中していたが，東部においては麻の栽培から坊 
績，織布，漂白，仕上げまでの一貫した製造工程が展開されたのに对し西部では麻の栽培と農村婦女子による妨績と 
いう初期的段階の工程が営まれるに留まる地域差があった。Ingeborg Leister, "Landwirtshaft und agrarraumli- 

che Gliederung Irlands zur Zeit A. Young's," Zeitshrift fur Agrargeschichte und Agrarso^ologie, 10(1962), 
S. 21-22.

( 5 ) アイルランド本国の研究史においては，P. LynchとJ. Vaizeyが提起した「二重経済論」-- maritime economy

と subsistence economy-- がある。Patrick Lynch and John Vaizey, Guimss's Brewery in the Irish Economy
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( 1 ) 図1は1870年頃の大学領の分布を示したものである力'：,本稿が対象としている時期にもかかる 
分布状態は当てはまる。

(2 ) この地図は Rev. R.B. McCarthy の博士論文，"The Estates of Trinity College, Dublin, 
in the 19 th Century," (University of Dublin, 1983)に使用されたものであり，ダプリン 
大学トリニティ•カ レ ッジのD. J. Dickson講師を通して提供された。
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なう場合，大きな問題となる重層的保有関係を中心と 
して，大学領の特質について論じてみたい。

n 大学 領の特質

1592年，エリザベス1世の特許状によってダプリソ
( 6 )

大学は設立された。 この大学は国教会（Church of Ire­

land) 聖職者の養成に力を入れ，Anglo-Irish層を中 
心 と す る 教 育 機 関 と し て Jonathan Swift, George 

Berkeley, Edmund Burke,等々我が国にも1II|染みま 

い知識人を輩出したが，一方中世3 — 口ッバの諸大学 
同様， マナー領主としての性格も併わせ持っており，
その土地所有はアイルラソド国内に広く及んだ。大飢 
鐘 直 前 に と ら れ た 「大学領センサス」 （(後論で紹介，
大学の‘Manuscript Room’ （以 下 「文書室」と略）所蔵》
によると，その分布は全国30カウンティー中，16カウ 
ンティーに渡り，面積は19万 5 千エーカー以上に達し，
これに学長領二つを加えると，総面積は23万エーカー 
余りで，国内面積の1.1%を占める程であった〔図 1,

表 1) 。
Ulster地方の場合，その広大な所領形成は1610年

8 月 29 日 Armagh, Donegal, 及び Fermanagh の各
カウンティ一に属する土地の下付によってその基礎が 

( 7 )
築かれた。 これらの土地は没収以前にはいずれもケル 
ト部族の領地か， または後道院領であったと推定され 
るが，大学領の形成過程及び初期の所領経営の実態に

1759-1876〔Cambridge, 1960) pp. 9-17. 前掲，松尾氏の地滞構造論は， こ0 「二重経済論」 の批判的検討を踏 
まえたものである。松尾氏はさらに，20世紀初頭の独立戦争と土地改革の経済的思想的状況を，先進.後進両地域の比 
較からアプローチされている。「アイルランド独立戦争（1919-21年）と士地改革」（『経済志林』48卷2号)，「地域社会 
からみたアイルランド独立戦争一1919〜21:年一」〔堀越智編著『アイルランドナショナリズムの歴史的研究』論創社， 
1981年所収.)o

注 （6 ) トリニティ.カレッジはダブリン大学唯一のカレッジである。大学の歴史については， これまで多くの言物が現れて 
いる力’:，J. P. Mahaffy, An Epoch in Irish History, Trinity College Dublin Its Foundation and Early Fortunes. 

1591-1660 (London, 1903)力';創設当初の状況について最も詳しい。邦語文献では，馬場将光「アイルランドにお 
ける大学の成立と国庫補助制度の初期形態(1)」（『信州大学教育学部紀要』41号）がある。

(7 ) 前掲の Mahaffy の書物及び R.J. Hunter の 学 位 文 "The Ulster Plantation in the Counties of Armagh 

and Cavan, 1608-41,"(M. Litt. thesis. University of Dublin, 1969), pp. 498~536.参照。
(8 ) David Dickson, "Middlemen," in Thomas Bartlett and D. W. Hayton eds., Penal Era and Golden Age, 

Essays in  Irish History, 1690-1800 (Belfast, 1979), p. 175.

(9 ) Olive Robinson, "The London Companies as Progressive Landlords in Nineteenth-Century Ireland," 

Economic History Review, 2 nd sen, xv (1962-3), p. 104.

(10) W. H. Crawford, **Landlord-Tenant Relations in Ulster 1609-1820," Irish Economic and Social History, II 
(1975), Peter Roebuck, **Rent Movement, Proprietorial Incomes and Agricultural Development, 1730-1830," 

in P. Roebuck ed., Plantation to Partition, Essays in Ulster History in honour of J. L. McCracken (Belfast, 

1981), p. 9 9 .前者が上質麻の織布業地帯icおけるミドルマン制度の早期解体を実証したのに対し，後者はアイルラン 
ド農村社会におけるミドルマンの影響力を改めて強調した。

ついては不明な点が多く，知られる所は多くない。た

だ確認できることは，大学領においては初発から地主
である大学を頂点として重層的保有関係が成立してい
たという点である。即ち，大学は各所領毎に数名の小
作人を置き， これにリースを付与し，土地を一括貸し
つけていたが，後者はさらに多数の又小作人に又貸し
を行ない，地代を収得していたのである。 しかもこの

又小作人の下にさらに農民が存在する所領もあり，大
学領の保有関係は錯綜しているのが特徴であった。

大学からリ ー ス された土地をさらに又貸ししていた

かかる小作人たちは ‘‘middlemen"と呼ばれた。 この

ミドルマン制度はイギリスによる植民化以来，18世紀
のアイルランド農村において一般的に広く見られたが，
大学領と並んで国教会やロン ド ン .カ ン バ ニ 一のよう
な "Institution"の所有する所領において，特にこの制

( 8 )
度に依存する経営方策がとられていた。 し か も ,ロ ン
ドン. 力ンパニ 一領においてはミドルマン制度が19世 

(9)
紀前半には衰退したのに対し，大学領ではその解体が
20世紀初頭の土地改革期まで持ち越されることとなっ
た点を考慮すると，大学領経営においてこの制度の持
つ意義は殊更大きかったとWえる。

さて最近の農業史研究は，所領文*や地代帳を使用
し た Crawfordや Roebuckの論文が出現すること
により， ミドルマン制度の解体，存続をめぐって議論 

(10)
が深化している力;， とりわけミドルマンの持つ歴史的 
起源，実態，農業改良における役割，等々の多様性を
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18 • 19世紀前半しアイルランド経済史研究の史料

(11)
明 ら か に し たDicksonの論稿によって， この制度の 
研究に関する整理と方向づけがなされたことは重要で 
ある。彼によれぱ"Institution" の所領におけるミド 
ルマンは極めて安定した保有権に支えられており，そ 

の性格も単なる寄生的収奪者（lease speculator) とは 
異なるものであると指摘されている。そこで以下では， 
こ の Dicksonの見解を念頭に置きつつ， ミドルマン 

制度を軸に，大学領における土地保有関係，社会経済 
構造のより詳細な実態を考察する手懸かりとなる史料 
を紹介したい。

m 大学領に お け る社会と経済

( 1 ) 大学= ミドルマンの諸関係

ここでは地主としての大学と小作人としてのミドル 
マンとの関係を分析する史料を紹介するとともに.そ 

れらの史料に則して両者の具体的関係を検討すること 
を課題としている。 このためにはまず，小作名， リー 
ス期間，地代水準について長期的にその変動を追求す 
る作業が必要であろう。かかる地主= 小作関係分析に 
とって最も有効な史料として， こ こ で は Deed (「擦 
印註• 丄 以 下 「証》」と略）を利用する。大学と小作人 
との間で交されたリース契約に関するrsE書」は現在, 

大学の文* 室に所蔵されている。 以 下 で は Armagh 

カウンティ一の所領の— つであるToaghyマナ一を例 
にとり，かかる史料を検討したい。

さて， 当マナーにお い て 「誕書」が利用できるのは， 
1717年が最初である。 この年に， Henry Richardson 

が小作人として史料に登場し，以後は表2 に見られる 
ように，各小作人へのリース付与が何回も行なわれて 
いる。 Richardson の次の小作人，Edward Mathews 

は，1749年 リ ー ス を Robert K in g に売却し，後者が 

リース期間中に死亡するとその保有後はK ingの外戚 
の Maxwell家へ， さ ら に 1780年以降はその縁者の 
F ox 家へ受け継がれている。 従って18世紀中葉以降， 
Toaghyマナーの経営は同一家系のミドルマンによっ 

て行なわれていたことになる。
表 2 をー督して気付くことは， リース期間がいずれ

も21年と定められているにもかかわらず，実際はリー

ス満了を待つことなく小作人はリースを更新し， しか
もその更新期間が年々垣期化して'^、るという享実であ
る。 世紀後半に8 〜 5 年間隔で更新されていたリ一
スは，1810年以降，隔年の更新が一般化し，大飢謹直
前には一年で更新が行なわれるに至っている。かかる

特異とも思われる現象をいかに解釈すべきであろう力、。
この問題に対して，大学の小作入に対すろ強制的リ

ースの解約，更新—地代の上昇という線で理解する考

え方もあろう。即ちこの考え方によれば，小作人は大
学とのリース契約にあたって極めて弱い地位に置かれ，
21年という長期リースを与えられながらも実際は更新

を上から強制させられ，地代上昇を甘受したというこ
とになる。 しかしながら実際の地代額及びその上昇率
は, 後にも触れるように，他の所領に比して相対的に低
い水卒にあり，小作人の負担が大きかったとは考えら
れない。 ここではむしろ，彼らが絶えざるリースの更
新によって小作としての地位を延長させていった点の

方を重視すべきであろう。従って小作人は有限リース
を与えられていたものの，名目的地代を支払い更新を

(12)
くり返すことによって，事 実 上 は perpetuity tenant，
と化し， 自らの立場を強化していったのである。力、力、
る垣期間のリース更新は，Toaghy以外の他の大学領

(13)
においても慣習化していたようである。

前段において大学が設定した地代額の低さについて

言及したが，他の所領の数値と比較しつつこの点をさ
らに具体的に検时したい。1765年 に Maxwellはリ一

スを獲得したが，後に所領の一部の小作権を放棄して 
(14)

いる。1843年 に 取 ら れ た 「大学領センサス」によると， 
Maxwellに 残 さ れFoxへと受けつがれていった保有 
地の総面積は，約 11,000エ一力 一 （Statute Acre) であ 
った。 この面積を基にすると， 1 エーカー当りり地代 

額は，同時期に有限リースを与えられていた所領の地 
代水, に比して極めて低いこととなる。即ち大学領の 
地代は，1772年に は9. 4 ペンス，1790年には11.3ペン 
ス，1826年には21.9ペンス，1844年で39.1ペンスとい 
う上昇に留まっている。表 3 は Ulster地方の8 つの 
代表的世俗領の有限リースを対象として，平均保有地

注 (11) Dickson, op. cit, pp. 172-175.
(12) Lowe, op, cit, p. 6.
(13) Lowe, loc. cit,
(14) riE書」(Earl of Famham to James Kidd)史料番号，D 889/1/41 B , び>ublic Record Office of Northern 

Ireland (以 下 P.R.O.N丄と略：）所蔵》
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表 2 Toagrhyマナーにおける小作人名，地代とリース期間

「三田学会雑誌」76卷6 号ひ984年2月）

V一ス施行日 小 作 人 名 地代o e s D ) 期間（年）
地 代 （Pence 
/Acre)

1717 5- 1 rienry Richardson [300 m
<320 9)4
l370 1

1738 11- 1 Edward Mathews J450
1500

2
19

1750 5 - 1 Robert King • fsoo 9X2
1525 l lK

1757 5- 1 Barry Maxwell fsoo 2>̂
{525 11)4
l625 7

1765 5-12 Hon Barry Maxwell /361/11/- 6
1430/8/4 15

1772 5-12 Hon Barry Maxwell /430/8/4
1516/10/2

14
7

9.4

1780 n -12 Barry Lord Farnham f430/8/4 9.4
{516/10/2 7
1722/5/- lYz

1785 U -12 Barry Earl of Farnham [215/4/2 OK
J516/10/2 7 11.3
1722/5/-
1802 6

1790 5-12 Barry Earl of Farnham f516/10/2 3 11.3
レ22/5/- 7 15.8
1802 11

1795 5-12 Barry Earl of Farnham (722/5/- 5M 15.8
{802 10
[870 5J^

1800 5-12 Barry Earl of Farnham f361/2/6
<802 lo j^ 17.5
[870 10

1804 5-12 Barry Earl of Farnham (802 7 17.5
I m 10
11087/10/- 4

1806 11-12 John James, Earl of Farnham 802 17.5
870 10

1087 6^2
1810 11-1 John James, Earl of Farnham 401 K

870 10 19.0
1087 8K
1400 2

1812 11-1 John James, Earl of Farnham 870 19.0
1087 8K
1400 4

1826 11-1 Charles & Barry Fox 1003/7/9 3 21,9
1292/6/2 4
1476/18/6 14

1832 11-1 Charles & Barry Fox 1292/6/2 1 28.2
1476/18/6 20
+292 tithe

1834 11-1 Charles & Barry Fox 1768/18/6 21 38.6

1843 11-1 Charles & Barry Fox 、 1791/10/- 21 39.1

1844 11-1 Charles & Barry Fox 1791/10/- 21 39.1

( 1) 1757年にリースを受けたBarry Maxwellは，1765年にはHonourable, 80年にはLord, 85年にはEarl 

の称号をそれぞれ授けられている。1806年にリースを受けたJohn Jamesは，Famham 2世である。
( 2 ) ほとんどのリースは，表に見られるように，地代を段階的に設定している。例えば1757年，Barry 

Maxwellに与えられたリースは，最初の2年半を500ポンド，次の11年半を525ポンド，最後の7年間を 
625ポンドというように地代を設定した。
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( 3 ) 1812… 1826……1832, 1834……1843の間は2年毎にリースが更新されている。
(史料）College Deeds,史料番号，Mun/D/298, 430,……，2903 ( 大学文書室所蔵）

大飢鍾前，アイルランド経済史研究の史料

表 3 U lster地方の代表的所領における地代変動 

A_=平 均 保 有 地 規 模 （Statute Acres)

B = 平 均 地 代 （Pence/Acre)

所領名

年代

Brownlow 

A B

Kilwarlin 

A B

Sandwich
1806

A B

Erne
1810

A B

1730-39 45 21 40 16 108 20

1740-49 28 30 41.3 15

1750-59 21 47 28 21 79 17 3 123

1760-69 15 66 17.5 35 26 40 25 85

1770-79 11 77 20.6 32.5 8 90

1780-89 10 81 12.4 47 34 58 30 57

' 1790-99 8 94 17 53,5 12 98

1800-09 11.2 74 63 143 28 89

1810-19 13.8 100 67 144

1820-29 19.1 88

Out of lease 52 49 8 159

日 付 不 明 26 , 63

調 査 時 点 で の  
総 平 均 値 44 43 18 84

所領名

年代 \

Hamilton 
1810 

A B

Antrim 
1812 

A B

Balfour 
1815 

A B

Charlemont 
1820 

A B

1730-39 131

1740-49 128 30 33

1750-59 70 46 21

1760-69 1,617 6 20 65 35 60 25

1770-79 479 78 29 16 68

1780-89 47 38 143 115 28 43 27

1790-99 567 13 97 107 19 15 48

1800-09 115 61 60 53 12 67

1810-19 55 98 15 118 10 112

1820-29 17 96

Out of lease 497 3 86 39 109 10 125

日 付 不 明 177 76 29

調 查 時 点 で の  
線 平 均 値 510 14 142 75 35 16 59

CD 各所領の所在地は以下の通りである。Brownlow (Armagh),Kilwarlin (J)own), Sandwich 
(Armagh), Eme (Donegal), Hamilton (Fermanagh), Antrim 〔Antrim), Balfour 
(Fermanagh), Charlemont (Armagh, Tyrone).なお，Hamnilton 及び Balfour 領の多 

くはミドルマンが支配していた。
〔出典） Peter Roebuck, "Rent Movement, Proprietorial Incomes and Agricultural Deve­

lopment, 1730-1830," in P. Roebuck ed" Plantation to Partition, Essays in Ulster 

History in honour of J.L . McCracken〔Belfast, 1981), p. 88.
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規模と地代額の変動を示したものであるが， この表に 
より，大学領とは対照的にいずれの所領においても， 
18世紀後半から19世紀前半にかけて地代は相当の上昇 

を示し，最 高 1 エーカー当り100ペンス前後にまで達 
していることがわかる。 ，

一方こうした有限リースの所領に対して，fee farm 

や perpetuity leaseで保有されていた所領における 

地代は遙かに低いことが知られている。例えば， Mo­

naghan カウンティ一のMassereene領における1810 

年の地代は， 1 エーカー当り5 ペンス， 同 年 の Fer­

managh カウンティ一のHamilton領におけるperpe.
(15)

tuitv holdingsの地代も3 ペンス程であった。 また大

r三田学会雑誌 I 76卷 6 号 （1984年2 月）

漁業権，水利権，石切，泥炭に関する入会権も小作人 
に与えられていた。水利権が小作人に与えられたこと 
は，後述するように，麻の漂白業の発達にとって極め 

て重要な点となるのである。
さらに， 国教会と深く結びついていた大学は，宗教 

に関しても幾つかの規定を設けた。大学は教区牧師， 
代行司祭の推薦権を握るとともに，小作人及び又小作 
人に対して国教会派以外の教会，礼拝所の設置を禁止 
している。 しかしながら， もしかかるものが設立され 

た場合には，地代に加えて年々40ポンドの許可料を当 

享者が支払う旨が規定されており，事実上大学は信仰 
に関して寛容な策をとったとH えよう。

学領と同じ 'Institution’ の所領であるロンドン.カン 
バニー領の地代は,.大学領のそれをやや上回る程の額 
であったが，1820年の時点で1 エーカー当り30ぺンス

以下に留まっており，個人所領よりは相当低い額であ
(16) ‘

った。従って所領主及びリースのタイプからしてIn­

stitution’ の所領の一'"^であり，事 実 上 perpetuity 

leaseを与えていた大学領における地代額は，必然的 
に低い水準にあったのである。

続いて1765年，大 学 よ り Hon. Barry Maxwellに

付与されたリースの「HE書」をとりあげ， リース契約
(17)

に含まれている付帯条件について検討したい。地代支 
払以外に，以下の諸負担がMaxwellに対して課せら 
れていたことが史料より確認される。①地代納入の際 
の 手 数 料 〔1ポンド当り6ペンス），② Quit Rent, Cro­

wn Rent以外の諸税（地方税,十分の一税,等々）の負担， 
③クリスマス前に大学へ貢納（fat brown及び2バーレ 
ルのオート麦） あるいは2 ポンドを代納。 このうち実 

質的負担となったのは②のみであるが， こ れ と て も  
Honourableの称号の付く Maxwellに とって重くのし 
かかる程のものであったとは考えられなV、。 また地代 

滞納に際しては，それが21日以上に及ぶ場合，大学は 
所領内に入り動産を差押え，80日以上の場合は保有地 
の 「取戾権」の規定を一応設けたが，先に見た低い地 
代額と小作権の安定性を考えると，かかる強制的権利 
が発動されろ余地はなかったと思われる。

共同地の利用については，いかなる規定がリースに 

もり込まれていたであろう力、。史料によれば， 山地，

( 2 ) 地域社会の概観

大 学 ニ 小 作 人 （ミドルマン） の諸関係はマ ナ ー の上 

層を蔽うものであり，大学領の実態を解明するにはミ 
ドルマン以下の複I t な保有構造をとらえなければなら 

ない。かかる課題を果たすには，分析視野をマナーと 
いう広い領域から， より細かい地域社会へと踏み込ま 
せていくことが要請されよう。 アイルランドの地域行 
政単位は， 力ウンチィ一以下，バロ ニー，バ リ ッシュ, 

タウンランドの.順に構成されてV、るが，本稿で問題と 
し て い る A rm aghカ ウンティーのToaghyマナー
は，Armaghバロ ニー内の二つの教区---K e ady と
Derry noose教区---内に含まれ， とりわけ:前者に比
重がかかっていた。教区の自然的特質，19世紀前半の 
農業，工業，人口，等々の概観については，Samuel Le­

wis が編募した Topogmphical Dictionary o f  Ireland 
(1837)及び全国的地勢図（Ordnance Survey Map) 作 

成 に 際 し て 記 さ れ た 測 量 監 の 記 録 で あ る Ordnance 
Survey Menoir (1830年代）が史料として有益である。 
さらに英国議会文書（British Parliamentary Papers)

の中には， この時期の社会経済史研究にとって不可欠 

な史料である二つの委員会の公職会IE言録，即ち 
ports o f  the Commissioners for  inquiring into the 
Condition o f the Poorer Classes in Ireland (通称 Poor 
Inquiry B. P. P. 1836 XXX〜XXXIII), Report from Her 
Majesty's Commissioners o f  Inquiry into the State 
o f the Law and Practice in Relation to the Occupation

牧草地，沼，等々は農地とともに小作人にリースされ， o f Land in Ireland及 び そ の EtHdence.,(通 称 Devon

注 (15) Roebuck, op. cit.’ p. 95.
(16) Ibid., p. 97.
(1 7 )史料番号，Mun/D/799 (大宇文書室所蔵）
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18 . 19世紀前半，アイルランド経済史研究の史料

Commission B. P. P. 1845 XIX〜XXII) が 収められてい

る。前者はバロ ニー，後者は主としてバロ ニーや教区
に関しての証言を収録したもので， ともに教区牧師，

(18)
農場管理人，言裕な農民等がIE人として出席している。

こ う し た 諸 史 料 の 利 用 に よ っ て 浮 か び 上 が っ た
Keady教区の特徴は， 18世紀後半以降漂白業を中心

として麻工業が急速に発展を遂げていく姿であった。
またこれと平行して，耕地の増大が進展していったこ 

(19)
とも所領地図より読み取れる。従って，大学領におけ 
るミドルマン以下の土地保有者の実態を解明する際に， 

当地の麻工業の分析は決定的に重要な意味を持つと言 

える。
さて，麻工業の製造工程の中で，漂白業は多額の資

本と技術を要するため，最もf i 要な役割を占める部門 
(20)

であった。 この工程が大規模化するのは18世紀末のこ 
(21)

とであるが，1720年代には既に一般の織布エの手には
届かない程の設備費を要するものとなり，専門の漂白

(22)
業者の出現をみていた。その際，漂白工程は豊富な水
力を動力源として利用したため，その立地点は流水量
の豊かな河川流域に集中した。 しかしながら，漂白業
の立地点の史料的検出には，以下に述べるような一'"^つ

(23)
の大きな難点があったのである。

1838年 に イ ギ リ ス は 「工場統計」 （Return of Mills 

and Factories)を作成し， イギリスとアイルランドを 

対象として繊維工業発展の実態を把握しようと試みた。 
しかしこの史料はイギリス綿業の検出には極めて有効 
であっても， アイルランド麻工業， とりわけ漂白業の 

実態は把握できないという欠点があった。 というのは， 
この時期のアイルランド麻工業は工場制ではなく，依 

然として問屋制家内工業を中心として営まれていたこ 
と， また漂白工程といえども，イ ギ リ ス 流 の factory

或 い は m i l lよりも規模の小さいm ill(「製造所」）で， 
し か も 「工場統計」は織布， 績工程のみを対象とし 
てとられたため， この史料の視野からは麻工業の最重 

要部門である漂白業の実態はもれ落ちてしまうことと 
なったからである。従って， この史料を無批判に利用 
した当時の研究書((R. Kane, Industrial Resources o f Ire­
land, (Publin and London, 1844)》は， アイルランド麻 

工業の発展規模を極度に過小評価するという誤りを犯 
してしまったのである。

漂白業の実態の史料的検出という問題に一つの解決 
を与えたのが，H. D. Gribbonや，W. J. Smythの研 

究であった。彼らは救貧法課税額を算定する目的で 
1820年代より作成された， タウンランド毎の「土地評
価簿」 （Townland Valuation Book) の持つ史料的価

(24) 一

値に着目した。 この史料には農地一筆毎に評価額が記

載されていた外，建築物も評価の対象となったため，

その種類が詳しく表示されており，従 っ て 麻 の 漂 白
(含仕上げ工程）に使用されたm illの検出が可能となっ
たのである。Smythはこの史料の利用によって，大学
領を含むArmagh中西部の河川流域に，かかる種類の

(25)
millが集中的に分布している事実を明らかにしていろ。

さて， こ の r土地評価簿」以 外 に m i l lの検出のた 

め の 史 料 と し て 利 用 価 値 の あ る も の は ， Onlance 

Survey Map と ミドルマン= 又小作人間で作成された 

「註書」があるが， ここでは後者の利用の検討を試み 
たい。前節で筆者は，大 学 が ミ ドルマンに土地をリー 
スした際f c , 河川利用権も彼に与えられたことを「誕 

言」の内容を紹介することにより明らかにした。 この 
ミドルマンが漂白業を営む又小作人に土地をさらに又 

貸しした際には， しばしば河川利用権及び河川沿いに 
漂 白 m illの設立を許可している享例が見られた。従

注 （1 8 )米村昭ニ「アイルランド農民家族の婚姻」（家族史研究編集委員会編『家族史研究3』大月# 店，1981年所収）には， 
前者のサプリメントと後者が史料として使われている。

( 1 9 )この点は 2 つの所領地図，Gabriel Stoke’s Survey (1715)と Richard Frizell’s Sarvey (1775)( ともに大学文 
書室所蔵）の比較より明らかである。大学は18世紀初頭からくり返し所領地図の作成を行なっている。AalenとHun- 

terが作成したカタログによると，大飢鍾直前にまで作られた地図は27点に及んでいる。 F.H. A. Aalen and F.J. 

Hunter, "The Estate Map of Trinity College," Hermathena, LXXXXVIII (1964).

(20) C. Gill, The Rise of the Irish Linen Industry (Oxford, 1925), pp. 49-50.

(21) Ibid., p. 56. n. 2 .機械設備のみで2〜3,000ポンドの費用が必要であった。
(22) Ibid., p. 50.
(23) William J. Smyth, "Locational Patterns and Trends within the Pre-Famine Linen Industry," /risk 

Geography, VIII (1975), p. 98.

(24) Ibid,’ p. 102. H. D. Gribbon, The History of Water Power in Ulster (Devon, 1969), p. 88.

(25) Smyth, op, dt., p. 104. Fig. 2.
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「三田学会雑誌」76卷6号ひ984年2月）

って両者の間で作成された「誕* 」には，か かるmill
(26)

設立に関するま 項̂が記載されることとなり， この史料 
の利用によって漂白工程に従享した者の氏名，millの 
立地点，土地保有規模， ミドルマンとの諸関係の追求 
'が可能となったのである。 この点を具体的に検討する 
のが，次の課題である。

( 3 ) ミドルマン= 又小作人の諸関係

n で述べたように，大学とミドルマンとの間で作成

さ れ た 「証書」は大学の文* 室に所蔵されているが，

一般の所領における地主= 小作人間の「誌書」の多くは,

ダプリソの 「誰言登記所」 fRegistry of Deeds)に所 
(27)

蔵されている。大学領におけるミドルマン= 又小作人

の 「証言」 もこれと同様!:P扱いを受け，一般にここに
登記されている。以下では18世紀中葉，大学領のミド
ルマンからリースを付与された代表的漂白業者David

(28)
Bleakelyを例にとりあげ， 史料から確認できる史実 

を検討したい。
1752年， Bleakelyは Toaghyマナーのミドルマン 

で あ る Robert K ingから，Keady■教区に属するニつ

のタウンランド，Tullyglushと TullynamallOKeの
(29)

土地61ェー力 一 2 ル ー ド （単位，Irish Acre)を地代27

ポソド16シリソグ，借地期間19年の条件でリースされ
た。 これと同時に，彼にはこの二つのタウンランドを

流れる河川沿いに麻工業のためのm i l lを設け，水路，
ダムを築く自由が与えられた。『以後， Bleakelyはか
かるタウンランドを拠点として，表 4 に見られるよう

に，保有地を拡大している。 また彼自身，その保有地
をさらにマナーの直接耕作者に又貸ししていたことも 

(30)
史料から読みとれる。

「証言」に記されている又小作人のミドルマンに对 

する義務はリ一ス毎に微妙にずれがあり，ま た 「SE言」 
の記載形式もやや統一性を欠くうらみがある力；，1765 

年 Bleakely力' : Barry Maxwellから付与されたリ一 

ス に 含 ま れ て 、る義務がこの点を詳細に物語っている 
ように思われる。両者の契約には，又小作人が14日以 

上地代を滞納した場合，動産が差押えられ， もし差押 
え物件のない場合には， ミドルマンがその保有地を取 

り戻すという規定が盛り込まれている。 この制裁は， 
先に検討した大学= ミドルマン間のリ一スに見られた

表 4 ミドルマンによる漂白業者David Bleakelyへの保有地の又貸し例

年 ミ ド ノ レ マ ン タ ウ ン ラ ン ド 面 積 借 地 期 間
地 代 （Pence 
/Acre

1752 Robert King fTullyglush 
It  ullynamalloge

61A 2 R 
(99.5 A)

19 67

1760 Barry Maxwell Dundrum 44 A 2 R 
(72A)

18 ?

1765 Barry Maxwell Tullyglush 187A3R13P 
(304 A)

18 77.8

1781 Barry Maxwell Tullyglush 56 A 2 R 
(91.5 A)

16 30.4

1 ) 面積はIrish Acreで表示。( ) 内はStatute Acreである。
2 ) ユーカー当りの地代はStatute Acreで算定している。
(史料） 「証書」（College Deed)史料番号，174/441/116946, 419/212/273711, (Registry of Deeds, Dublin, 所 

蔵)，D889/1/8 (P.R.O.N. I . 所蔵）

注 〔2 6 ) イギリスの「HE言」力注として有形財産を对象としていたのに对しアイルランドのそれは無形財産（年金，入会権， 
水利権，等々）をも対象としていたため，後者の方が史料的に禾IJ用価値が高いといえる。Peter Roebuck, "The Irish 

Registry of Deeds: a Comparative Study," Irish Historical Studies, XVIII, 71(1972), p. 65.

(27) Registry of Deedsの紹介については，前掲のRoebuck論文及びIrish Manuscript Commission編纂の雑誌， 

Analecta Hibermca, (1966), pp. 259-276.に詳しい。
(2 8 )史料番号，174/441/116946, (Registry of Deeds所蔵）なお，本稿末尾にこの厂IE割の抜粋を掲げてある。
(29) Statute Acre の1.62倍が Irish Acre である。
(30) B. Maxwellと D. Bleakely 間のリースの「証書」（史料番号，D/889/1/8, P.R.O.N.I-所蔵）は，Tullyglush 

タウンランドの土地に関するものである力' ; ,史料には次のような記載が見られる。All that and those that part

of the Townland of Tullyglush..... and is now in the possession of the said David Bleakely and his

undertenants.....(下線，筆者）
(3 1 )史料番号，Mun/D/799〔大学文書室所蔵）
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ものより一層厳しさを増していることは事実である。 
しかしながら，後述するように，少なくとも19世紀前 
半に関しては， ミドルマンは又小作人の地代滞納に関 

して寛大であり，従って又小作人の保有権は不安定な 
ものではなかった。 この点は留意されるべきことであ 
り，かかる史実を18世紀中葉の漂白業の勃興期にも想 

定することは，的をはずれた推論とは言'えまい。
さ ら に 「誕言」の記載事項の中で注目されることは， 

Bleakelyに対して保有地と建物の改良義務が-課せら 
、れている点である。大学領は不在地主の支配した所領 
であったが （ミドルマンもしぱしぱ不在であった。Toaghy 

マナーのミドルマンの多くはその例に入る），必ずしも所領 

の性格が後進的で改良が滞っていたとは限らない。 
Maxwell家 は ミドルマソとして大学領を保有してい 
たと同時に，Wexford及 び Cavanの各カウンティ一 

に自己の所領を保持する大不在地主でもあった。 Ca­

van に お け る Maxwell家の所領経営を18世紀後半か 
ら19世紀中葉にかけて分析したMcCourtの研究は，

Maxwell家が改良地主であったことを明らかにして
(33) _

いるが， この結論は，大学領におけるミドルマンとし
ての彼の基本的性格を理解する上でも一助となろう。

ミドルマンが大学と頻繁にリースを更新していたこ 

とはm—(1)において述べたが，その際大学領における 

重層的保有関係のため，又小作人もミドルマンから新 
たにリースを付与されるという事態が発生した。又小 
作 人 が ミ ドルマンに対して支払った地代額，その土地 
保有状況の一端は，「証言」の利用からも窺い知れる 
力この点の解明には地代帳の利用が大きな意« を持 
つことは言うまでもない。筆 者 は Maxwell家の跡を 
受 て ミ ド ル マ ン と し て 土 地 を 保 有 し た Fox 家の地 

代帳を利用することができた。 こ の 史 料 は F o x が大 
学から保有してい たToaghyマナーり22のタウンラン 
ド中，21のタウンランドについて各タウンランド毎に 
1833〜44年の期間にわたり，又小作人の氏名，地代額， 

滞納額，更新料，等々を記したもので，又小作人の実 
態とともに，Fox家が大学領から得た収支状況も把握

することが可能となるものである。
地代に諸収入を加えた総収入は，1834年に3, 611ポン

ド，1844年 に も400ポンドであり， これから先に表1

で示した大学への地代をそれぞれの年について差引く
と，年に2, 000ポンドを上回る収入を最低Foxは手中
にすることができたといえる。次に,.又小作人の保有
状況をみると，彼らはほぽ2 年毎にリースを更新して
いる点が注目に価する。 これはミドルマンであるFox

力も大学とやはり隔年毎にリースを更新していたこと
から生じた現象である。従って，又小作人に与えられ
たリース期間は極めて短期間のものであったが， この
ことはミドルマン同様，彼らの保有権が不安定である
ことを意味するものではなかった。そもそもこの点は
既に指摘したかの地における漂白業を中心とする麻エ
業の発展の一要因にもなるものであるが，又小作人の
氏名が僅か10年余りにわたる短期間とはいえ，ほとん

ど変動のないことが地代帳より知られており，地代そ
の他の滞納に対してもFoxは寛大で，又小作人の追い 

(35)
立てはほとんど行なわれなかった。短期リースは一般

に，農業改良，経済発展に不利に作用するとみなされ
てはいる力S 大学領のように貸し手と借り手との間に

リース更新に対する信頼関係が確立されている場合は，
上記の点はさほど大きな障害とはならないであろう。

さて，本稿を支えろ問題関心がァイルランド社会経
済の地域差の解明であり，その具体的場としてUlster

東西に着目したことは冒頭で述べた。そ こ で 次 に
Ulster西部の状況を概観したい。Ulster西部Donegal

カウンチィ一に位置していた大学領はKilmacrenan

マナーと呼ばれ，Kilmacrenanバロ ニ一の東北部を占
め て い た （図 1)。Toaghyマナー同様， 当マナーの初
期のミドルマン名も史料から探索することは難しく，
残 存 し て い る 「誕書」に則する限り，1723年になって
Gustavus Hamilton (後に Lord Viscount Boyne) に
対して21年のリースが付与されていることがやっと確 

(36)
認できる程である。 このマナーでは，1746年小作権が

(37)
Nathaniel Clements へ移って以来，代  々 Clements

注 〔32) A. P. W. Malcomson, "Absenteeism in Eighteenth Century Ireland," Irish Economic and Social History, 
I (1974), p. 28.

(33) Eileen McCourt, "The Management of the Famham Estates during the Nineteenth Century,Breifne, 
IV .16〔1975), p. 543.

(34) Fox Estate General Rental, 史料番号 D 206/329 (P.R.O.N.I.所蔵）
(35) Ibid.

(3 6 )史料番号，Mun/D/319 c C大学文書室所蔵）
(3 7 )史料番号，Mun/D/490 (大学文# 室所蔵）
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18 . 19世紀前半，アイルランド経済史研究の史料

家 （後 にLord Leitrim)力；ミドルマンとして士地を保 
有している。Clements家 は Maxwell家同様, Kildare, 

Galway, Leitrim, Donegalの各カウンティ一に合計
94,535ュ一力一の領地を所持した大不在地主であった

力’、，やはり所領改良に積極的であった。
当マナーにおける保有構造は， ミドルマンが直接耕

作者に又貸しするという形態が主であり，Toaghyマ

ナ一より重層性が薄かったことが特徴である。大学ニ
ミドルマンの諸関係を原史料に則して解説することは，

紙面の都合上割愛せざるを得ないが，要 約 す れ ば ，
Toaghyマナー同法ここでも段階別低地代の設定，21

年間という名目的期間のリース付与，短期のリース更

新 （年々）が見られた。 しかしながらミドルマンの地
位は. Toaghy■'マナーとは対照的に， ここにおいては

必ずしも経済的に有利なものではなかったようである。
1836年，Nathaniel Clements (Leitrim 伯 2 世） は$

へ宛てた遺言状の中で「不幸な状況のもとから，小作

人 （又小作人）たちへの地代削減を行なわなけれぱなら
(40)

ず，所領収入が大いに減少した」 と述べ，嘗て約束し 
た妻への大学領の小作権の譲渡を放棄しているが， こ 

のことは何よりも大飢鐘直前のKilmacrenanマう* 一 

の経営状態が悪化していたことを示すものである。 
Ordnace Survey M em o irその他IE—(2)で紹介した諸 

史料も， マナー内の農民の地代滞納と窮乏化の進行状 
況を述ぺていろ。

Toaghyマナーでは錯綜した保有構造が見られたに 
も拘らず，Kilmacrenanマナーより明 ろ い 状 況 にあ 

った大きな要因としては，重層的保有関係を支えるだ 
けの豊かな地代源が麻工業の発展を中心として存在し 
ていたことがあげられる。 もっとも， Kilmacrenan 

マナーにおいても，麻の栽培，織糸への加工が広範囲 
に行なわれた。 この織糸の一部はUlster東部の織布 
業地帯へ供給されるとともに，残りはスコットランド

やランカシ . .へ輪出され， ファスチャン綿繊物の経
糸としてイギリス産業革命初期繊維工業の発展に重要

(41)
な役割を果たしたのである。 従 っ て ， Kilmacrenan 

マナー内の窮乏化は，織糸の輸出を取り巻く国際的要 

因の変化（具体的には産業革命の進展による機械紘績の発達） 
にも影響された点が多いことは否定できないが，窮極 
的にはマナーの内在的要因の中にこの問題の解決を求 
めなくてはならない。Toaghyマナーとの比較におい 

ても， この点は最も重要である。かかる意味において， 
直接耕作者の実態を具体的に反映する史料の利用が最 
後に必要となる。

( 4 ) 直接耕作者の実態

最後に紹介する史料は，測 量 士 の Maurice Collis

が大学の依頼を受けて，1843年に学長領を除く全所領

の実態調査を行なった磨に取った所領センサスで，彼
の 名 に 因 ん でCollis Survey,ま た はDescriptive Su-

(42)
rvey and Valuationと称せられているものである。.

Collisは 後 に De"on Com m issionにIE人として出席
し， このセンサスの調査方法，信頼度から若千の調査

(43)
結果に至るまで証言を行なっている。 彼 は 予 め Du.

blinで調查項目を記した用紙を作り，現地で有能な助

手を雇い，個人毎に姓名，性別，年齢，宗教，読み書
き能力の程度等々を， また家族毎に農地規模，土地利
用形態，等々を.記させた。 しかし今日では，個人別及
び家族別の史料は現存しておらず，センサスは以上の
調査結果を各タウンランド毎に整理し， テープル化し
たものとして残存しているだけである。

当史料の意義は，① 1843年という時点でとられたた

め，今まで使われた他のどの史料よりも大飢鍾直前の
(44)

状況をより生々しく反映している，②広く全国に分散 
した大学領を同一時点， 同一方法で調査したため，比 
較地域史研究に利用可能である， ということである。

注 （38) Liam Dolam, The Third Earl o f Leitrim, (Donegal, 1978), p .15.

(3 9 )大飢灌直前，当マナーのミドルマンであったLeitrim伯 2世（Nathaniel Clements) は農民の福祉に力を注いでい 

た。Ibid,, p.16. Ordnance Survey Memoir, Kilmacrenan Parish (Royal Irish Academy 所蔵）をも参照。
(40) Last Will & Testament of Nathaniel Earl of Leitrim, 史料番号，Mss 9927(National Library of Ireland

所蔵:）
(41) Brenda Collins, "Proto-Industrialization and Pre-Famine Emigration," Social History, VII. 2 (1982). pp. 

136-137.

(4 2 )史料番号，Mun/V/79/1-19,(大学文» 室所蔵）

(43) B. P. P. 1845 XIX, pp. 237-253.

(44) F. J. Carney, "Pre-Famine Irish Population: The Evidence.from the Trinity College Estates/* Irish 

Economic and Social History, II (1975), p. 37.
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従ってこの史料は，大飢鍾の危機的状況が直前にさし
迫っていたアイルランド社会における地域的諸相の差
異を明らかにするのに最も有効で， とりわけ本稿のよ
うな問題設定に対して大きな光を投げかけるものとい
えよう。個人及び家族別のデーターが今日利用できな
いのは惜しいが， タウンランドという極めて小さな地

域単位毎にデーターを集積した当センサスの利用価値

は大きい。かかろ意義を持つにも拘らず， この史料は
僅 かにF. J. Carneyによって人口史研究に利用された

(45)
ことが目を引くのみで，今日までその価値が十分に認 
識されてこなかったのは残念である。 とまれ，地主= 

小作関係を反映する「諷書」 と直接耕作的の実態をつ 
かまえるセンサスの利用によって，大学領における諸 
階層の動向と，所領経済の基盤を支えた性格の解明に 
向けて大きく踏み込むことが可能となろう。

I V む す び

19世紀前半，Ulster地方の東西両地域の比較を通じ 
て， この時期のアイルランド経済の特質を解明するこ 
とが筆者の現在の問題関心である。 ダプリン大学トリ 
ニ ティ• カレッジは全国に広大な所領を抱えていた力;， 
Ulster東 部 の Arm aghと 西 部 の Donegalにもその

所領が分布していたため，上記の課題を果たすのに好
都合な素材を提供する。大学は不在地主で，その所領
はミドルマンを介した経営による重層的保有為造を特

徴としていたが， このことは大学領の性格が著しく後
(46)

進的であることを意味するものではなかった。従って， 

大学領は比較地域史研究の分析素材として十分に一般 

性を持つものと言える。今後はここで紹介した諸史料 
を も と に Ulster東西の歴史像を造りあげ，19世紀前 
半における両地域の比較検討を行なうことにより， ア 
イルランド社会経済の特質を追求したい。

〔付記〕 本稿は，筆者が1981—82年度アイルラ 

ンド政府留学生として， ダブリン大 学 トリニティ 
.ヵレッジで行なった研究，「19世紀前半， アイ 

ルランドの社会と経済」の序論をなすものである。 
ここにアイルランド政府，在日アイルランド大使 

館，及び現地で指導にあたられたD.J. Dickson 

講師に感謝の念を表したい。 また，史料利用に際 
して，トリニティ. カレツジのManuscript Room 

及び Public Record Office of Northern Ireland 

より配慮を得たことをも特記したい。

(慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

注 （45) Ibid.
(46) Devon Commissionの中には大学領の後進性を訴える主張もみられる。 しかしこれらは，Kerryや Mayoカウンテ 

ィ一などの西部地域に関するSE言であり，力、かる地域の大学領の後進性は，むしろ西部一般の問題だったように思われ 
る0

Devon Commission (B. P. P. 1845 XX) における Kenny (Mayo, IE人番号 485, 質問番号 55) ‘ J. Hurly 

(Kerry, IE人番号668,質問番号41),J. O’Sullivan (Kerry, |E人番号695,質問番号12), J. O'Sullivan (Kerry, 

証人番号698,質問番号6, 7 )等々のSE言を参照。一部本史料の利用に際しては，法政大学松尾太郎教授のお世話を頂 
いた0.ここに感謝の意を表する。
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付 録 Robert K in gと David Bleakly間のリースのHE言

史 料 番 号 174/441/116946 (Registry of Deeds 所蔵）

A memorial of an indenture of lease bearing date the twenty eighth day of October in the 

year one thousand seven hundred and fifty two, between Robert King of Ravenhill in the County 

of Armagh Esq of the one part, and David Bleakly of Drumllin in the said County of Armagh 

merchant of the other part, whereby the said Robert King did demise grant let and to farm 

let unto the said David Bleakly his executors administrators and assigns’ all that part of the

Town and Lands of Tullyglush and Tullynamalloge...... contained by estimation sixty one acres

two roods plantation measure be the same more or less situate lying and being in the parish 

of Deny noose, Manor of Toaghy Barony and County of Armagh, together with all rights 

members and appurtenances thereunto belonging, as also liberty to build and erect proper mills 

for carrying on the linen trade and to have liberty to preserve his mill races mill dams and

the liberty of the Keady and Callan Rivers after passing the other dams on said waters...... ,

to have and to hold all and singular the said demised premises with appurtenances......for the

term of nineteen years from the first of November last past fully to be compleated and ended,

he the said David Bleakly......yielding and paying yearly unto the said Robert King...... the

yearly rent of twenty seven pounds and thirteen shillings sterling with one shilling in the 

pound receivers fees and the bleaching of two pieces of linen or four shillings in lieu there of 

at half yearly payments......

Witnesses of the lease; James Stephenson of Killyfaddy, Co. Armagh gentleman, Charles King 

of the city of Dublin gentleman.

Witnesses of the memorial: James Stephenson, Hugh Cuming of Bellaran Co- Armagh

Sworn 27 March 1755

( 1 ) 史料中，Tullyglush及 び TullynamallogeタウンランドはDeriynoose教区に位置すると記されているが，18 

世紀後半，かかる地域は新教区のKeadyに編入された。
(2) Keady川とはKeady市を流れるClay川のことと思われる。

18 • 19世紀前半，アイルランド経済史研究の史料
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